
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日 時： 令和 ６年 ４月 ９日（火） １７：３０～ 

場 所： 工 業 会 事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 大阪金属プレス工業会 青年部会 

 

 

 

 

令和６年 

青年部会 総会資料 



 

 

青年部４月 総会 

 

 

1.開催日  令和 ６年 ４月 ９日（火） 17：30～ 

 

2.場 所  工業会 事務局 

 

3.出席者 

  中辻将喜、 関 隆史、 西村勇紀、 林 蔵人（新加入） 

欠席 １名 （委任状出席 なし） （出席 ４名／ 全５名）   

 

 

 

 

 

 

 

 

4.議 事  (1)令和５年度  活動報告及び収支決算報告について 

 

      (2)令和６年度 役員（幹事会）選任について（候補） 

             会  長 ： 中辻󠄀 将喜 

             副 会 長 ： 関  隆史 

             総務幹事 ： 西村 勇紀 

 

      (3)令和６年度  活動計画と予算について 

       

      (4)株式会社ハヤシ 林 蔵人氏 青年部入会 

 

 

 

 

 

 

青年部会則 第１３条２項 （２） 

総会の議事は、会員の２分の１以上が出席し、出席者の過半数を 

もって決する 

 



青 年 部 会

事　業　名 日時・場所 議　　　事　・　内　　容 出席者

4月26日（水） 令和４年度　活動報告及び収支決算報告 4名

令和５年度　役員（幹事会）選任について

工業会事務所 令和５年度　活動計画及び予算について　　他

5月31日（水） 飯田金属工業㈱　伊賀工場 4名

シンコーエステック㈱

6月23日（金） 近況報告＆情報交換会 2名

工業会事務所

7月21日（金） ㈱エスケイケイ 4名

8月31日（木） 　　中止

たかつガーデン

9月20日（水） ３地区合同交流会について 3名

工業会事務所

10月13日、14日 懇親会（10月13日） 4名

京都地区 懇親ゴルフ（10月14日）

11月30日（木） 丹南佐々木工業㈱ 5名

　　中止

1月29日（月） 新春特別講演会、新年賀詞交歓会 2名

2月7日（水） 卒業式の計画について 4名

工業会事務所

3月22日（金） ゴルフ（泉ヶ丘カントリークラブ） 5名

会食（北新地　黒杉）
3月　　卒業式（２名）

9月　例会

10月　３地区合同交流
会

11月　工場見学会

12月　忘年会

1月　　親会 賀詞交歓会

2月　　例会

令和５年度　　 事 業 報 告

4月　総会

5月　工場見学会

6月　例会

7月　工場見学会

8月　例会



青年部会　令和５年（２０２３年）度事業　出席表　

4月総会
5月

工場見学
6月例会

7月
工場見学

８月例会 ９月例会
１０月例会
３地区合同

11月
工場見学

12月
1月

賀詞交歓会
（親会）

２月
例会

３月
卒業式

4月26日 5月31日 6月23日 7月21日 8月31日 9月20日
10月13日、

14日
11月30日 （中止） 1月29日 2月7日 3月22日

No 氏名 企業名　＼　場所 事務局

飯田金属工
業、シン
コーエス
テック

事務局
エスケイケ

イ

たかつガー
デン（中
止）

事務局 京都地区
丹南佐々木
工業㈱

シェラトン
都ホテル大

阪
事務局

ゴルフ＆
会食

1 佐々木徹也 佐々木工業㈱ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

2 佐藤 大記 シンコーエステック㈱ × ○ × × × ○ ○ × × ○

3 榎本　康広 ㈱榎本金属製作所 × × × × × × × × × ×

4 中辻 将喜 ㈱大喜金属製作所 ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○

5 関　隆史 飯田金属工業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 西村 勇紀 ㈱ニシムラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

青年部の参加者 4 4 2 4 3 4 5 2 4 5





【収入の部】
前期繰越金 1,474,839 会員6名
会費収入 36,000 ㈱大喜金属製作所(5/17)

会費収入 36,000 (株)ニシムラ(5/30)

会費収入 36,000 ㈱榎本金属製作所(5/12)
会費収入 36,000 シンコーエステック㈱ (5/25)
会費収入 36,000 佐々木工業㈱ (6/30)
会費収入 36,000 飯田金属工業㈱ (5/31)

利息　(8/ 12 ) 6
利息(2/ 10) 6
青年部育成助成金（2/8） 120,000 親会から　　

収入合計 1,810,851

【支出の部】
青年部　4月例会　総会 40,000 4/26　佐々木 徹也様へお渡し
青年部　5月工場見学（飯田金属工業㈱） 79,000 6/23　関　隆史様へお渡し
青年部　6月例会　 20,000 6/23　関　隆史様へお渡し
青年部　7月工場見学（㈱エスケイケイ） 60,000 8/10　関　隆史様へお渡し
青年部　8月例会 40,000 8/10　関　隆史様へお渡し
 8月例会　たかつガーデン費用 4,400 8/10　たかつガーデンへ現金支払い
青年部　10月　3会合同会費 100,000 10/13　関　隆史様へお渡し
青年部　11月工場見学（丹南佐々木）忘年会 95,000 12/12　関　隆史様へお渡し
青年部　2月例会 40,000 2/7　関　隆史様へお渡し
青年部　3月卒業式 405,480 3/28 関 隆史様と中辻将喜様へ振込

660 上記振込手数料
（管理費）
通信費（切手代＠84円×2） 168 会費請求書送付の切手代4/27送付
(㈱榎本金属製作所、ｼﾝｺｰｴｽﾃｯｸ(株)） 2社以外は総会で手渡し
お茶(@８０円×４） 320 4/26例会　4人分
お茶(@９２円×２） 184 6/23例会　2人分
お茶(@９２円×3） 276 9/20例会　3人分
お茶(@９２円×４） 368 2/7例会　4人分

支出合計 885,856

残高 924,995

＊預金残高、現金のチェック

預金残高（りそな） 924,995 記帳チェックOK　

手許現金 0

合計 924,995 次年度への繰越金

令和5年度 青年部会　収支明細表



＜青年部会  通帳コピー＞ 

 

 

 



令和　６年度　事業計画及び予算

事業内容 担当役員 担　　当 予　　算 備　　　考

※講師料発生の可能性あり

※見学先により費用追加発生

の可能性あり

合計予算金額　（D） 425,000

前期繰越金　　 　(A) 924,995

当期会費収入　　（B） 180,000 36,000円×5名として

当期育成金 　　　（C） 120,000

当期残高（A+B+C-D） 799,995

その他 交際費（慶弔費）、通信費、雑費 15,000

2月 休み ¥0

3月 休み ¥0

12月 忘年会 ¥40,000

1月 賀詞交歓会参加 ¥0

10月 ３県合同下見及び打ち合わせ ¥40,000

11月 ３県合同大阪開催 ¥100,000

8月 情報交換会、３県打ち合わせ ¥40,000

9月 工場見学会 ¥40,000

６月 開催なし ¥0

7月 勉強会【事業承継について】 ¥70,000

（一社）大阪金属プレス工業会　青年部会

４月 総会　　4/9 ¥40,000

５月 情報交換会、３県打ち合わせ ¥40,000

＜令和 ６年度 役員＞

会 長： 中辻󠄀 将喜
副会長 ： 関 隆史
総務幹事： 西村 勇紀



期 年 度 氏 名 社 名 備 考

1 １９８４年度 豊 川 勤 ㈱ 関 西 発 条 製 作 所

2 １９８５年度 小 西 敏 夫 ㈱ ゼ ロ ム

3 １９８６年度 小 西 敏 夫 ㈱ ゼ ロ ム 二期目

4 １９８７年度 間 島 進 伊 吹 産 業 ㈱

5 １９８８年度 南 雅佐夫 南 鉄 鋼 産 業 ㈱

6 １９８９年度 夏 山 享 啓 夏 山 金 属 工 業 ㈱

7 １９９０年度 松 居 悦 章 共 同 精 機 工 業 ㈱

8 １９９１年度 山合健一郎 ㈱ 美 登 里 製 作 所

9 １９９２年度 宮 浦 利 正 宮 浦 金 属 工 業 ㈱

10 １９９３年度 林 秀 昭 ㈱ ハ ヤ シ

11 １９９４年度 児 玉 敏 幸 こ だ ま 工 業 ㈱

12 １９９５年度 福 田 進 日 本 ハ ー ド 技 研 ㈱

13 １９９６年度 北 川 好 伸 ㈱ 浜 田 製 作 所

14 １９９７年度 多 田 修 プ レ テ ッ ク ㈱

15 １９９８年度 東 潤一郎 弘 和 工 業 ㈱

16 １９９９年度 東 潤一郎 弘 和 工 業 ㈱ 二期目

17 ２０００年度 河 合 邦 晃 第 一 大 陽 工 業 ㈱

18 ２００１年度 河 合 邦 晃 第 一 大 陽 工 業 ㈱ 二期目

19 ２００２年度 西 村 哲 也 ㈱ ニ シ ム ラ

20 ２００３年度 林 秀 昭 ㈱ ハ ヤ シ 二回目

21 ２００４年度 林 秀 昭 ㈱ ハ ヤ シ 三回目

22 ２００５年度 島 田 真 輔 カ ネ エ ム 工 業 ㈱

23 ２００６年度 橋 本 達 也 ㈱ 関 西 プ レ ッ ク

24 ２００７年度 萩 原 圭 祐 萩 原 鋼 業 ㈱

25 ２００８年度 朝 田 武 志 朝 田 金 属 工 業 ㈱

26 ２００９年度 田 渕 善 隆 ㈱ 田 渕 製 作 所

27 ２０１０年度 宮 本 保 ㈱ 宮 本 製 作 所

28 ２０１１年度 佐 藤 大 記 シンコーエステック㈱

29 ２０１２年度 佐々木徹也 佐 々 木 工 業 ㈱

30 ２０１３年度 中 辻 将 喜 ㈱ 大 喜 金 属 製 作 所

31 ２０１４年度 橋 本 達 也 ㈱ 関 西 プ レ ッ ク 二回目

32 ２０１５年度 萩 原 圭 祐 萩 原 鋼 業 ㈱ 二回目

33 ２０１６年度 田 渕 善 隆 ㈱ 田 渕 製 作 所 二回目

34 ２０１７年度 佐 藤 大 記 シンコーエステック㈱ 二回目

35 ２０１８年度 佐々木徹也 佐 々 木 工 業 ㈱ 二回目

36 ２０１９年度 中 辻 将 喜 ㈱ 大 喜 金 属 製 作 所 二回目

37 ２０２０年度 中 辻 将 喜 ㈱ 大 喜 金 属 製 作 所 三回目

38 ２０２１年度 佐々木徹也 佐 々 木 工 業 ㈱ 三回目

39 ２０２２年度 佐々木徹也 佐 々 木 工 業 ㈱ 四回目

40 ２０２３年度 関 隆 史 飯 田 金 属 工 業 ㈱

41 ２０２４年度 中 辻 将 喜 ㈱ 大 喜 金 属 製 作 所 四回目

一般社団法人大阪金属プレス工業会

歴 代 青 年 部 会 長
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一般社団法人 大阪金属プレス工業会 

青 年 部 会 則 

（名 称） 

第１条 本会の名称を、大阪金属プレス工業会青年部という。 

（事務所） 

第２条 本会の事務所を、一般社団法人大阪金属プレス工業会の事務局に置く。 

（目 的） 

第３条 本会は、一般社団法人大阪金属プレス工業会の目的に沿い、各種の事業・

活動を通じ、会員相互の研さん・親睦を深め、各企業及び業界の次代を

になう後継者としての識見・教養を高めることを目的とする。 

 

綱    領 

 我々は、業界の次代を担う２０歳～５０歳の青年が集い、自社の繁栄と工業会

の発展を願い、情報交換・修練・友情で青年経済人としての知性と指導力を得る

ことを信条とする。 

 

（事 業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（1） 研究及び体験の発表会。 

（2） 講演会、講習会、討論会。 

（3） 見学会。 

（4） 会員相互の親睦行事。 

（5） 他の団体との交流・研さん。 

（6） その他会の目的達成のため必要な事業。 

（資 格） 

第５条 本会の会員は、次の各項に該当する者をもって組織する。 

（1） 一般社団法人大阪金属プレス工業会の会員企業（正・特・賛助）に所属

すること。 

（2） 各企業の経営者又は将来その経営をになうべき幹部社員であること。 

（3） 満年齢５０才以下であること。 

（入 会） 

第６条 本会の会員になろうとする者は、入会申込書を会長に提出し、幹事会の

承認を得なければならない。 
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（退 会） 

第７条 本会の会員は、会長に届出て退会することができる。 

  2 本会の会員は、次の各号の 1に該当するときは、幹事会において退会 

させることができる。 

（1） 本会の名誉を汚し、信用を失うような行為があったとき。 

（2） 会費を滞納し、１年以上納入しないとき。但し未納の会費については、

納入しなければならない。 

（役 員） 

第８条 本会に、次の役員をおく。 

（1） 会長、副会長、及び総務幹事は、会員の中から総会において選任する。 

（2） 会長１名、副会長及び総務幹事は各 1～2名とし、幹事会とする。 

（職 務） 

第９条 幹事は、幹事会を構成し、会務の執行について決定する。 

  2 会長は、会を代表し会務を統括する。 

  3 副会長は会長を補佐し会長に支障あるときは、その職務を代行する。 

  4 総務幹事は、会務を処理し会の経費を管理する。 

  5 副会長は、会計帳簿その他必要な事項を監査し、総会に報告しなけれ

ばならない。 

（任 期） 

第１０条 役員の任期は、原則として１年とする。（但し留任は妨げない） 

   2 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

   3 役員は、辞任又は任期満了の場合においても、後任者が就任するまで

はその職務を行わなければならない。 

（解 任） 

第１１条 役員に、役員としてふさわしくない行為があったときは、総会の議

決により解任することができる。 

（顧 問） 

第１２条 本会に、顧問をおくことができる。 

   2 顧問は、本会に功労のあった者又は、学識経験者の中から幹事会が推

薦し、会長が委嘱する。 

（会 議） 

第１３条 本会の会議は、総会及び幹事会とする。 

   2 総会は、通常総会及び臨時総会に分け、会員をもって構成する。 

（1） 通常総会は、毎事業年度終了後３月以内に、臨時総会は会長が必要

と認めたとき又は、会員総数の３分１以上の者が請求するとき会長

が招集する。 
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（2） 総会の議事は、会員の２分 1以上が出席し、出席者の過半数をもっ

て決する。 

3 幹事会は、必要なとき会長が招集し、全員が出席しなければ開会する 

ことができない。 

（経 費） 

第１４条 本会の経費は、次の入会金、会費をもってこれにあてる。 

（1） 入会金 保有財産の頭割りとする。 

（2） 会費 １ヶ月３，０００円とし、１年分を４月に前納する。 

2 幹事会において、必要と認めた場合は、臨時会費を徴収することがで 

きる。 

3 余剰金は、一切払戻ししない。 

（予算及び決算） 

第１５条 本会の事業計画及び収支予算は、毎事業年度開始前に会長が幹事会 

の決議を経てこれを作成し、総会の承認をうけると共に、事業計画 

を工業会会長に提出する。 

   2 本会の事業報告及び収支決算は、毎事業年度終了後会長が幹事会の議

決を経て作成し、副会長の監査を受け通常総会の承認を受けるものと

する。 

（会計年度） 

第１６条 本会の会計年度は、毎年４月 1日に始まり、翌年３月３１日に終わ 

る。 

（会則の変更） 

第１７条 この会則は、総会において会員の過半数の同意を得なければ、変更 

することができない。 

 

付 則 

   本会則は、昭和５９年４月１日より施行する。 

   本会則は、昭和６１年１０月２日より改訂施行する。 

   本会則は、平成６年７月２２日より改正施行する。 
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一般社団法人 大阪金属プレス工業会 

 

青  年  部  慶  弔  規  定 

第１条 本会の、慶弔規定を次のように定める。 

（1） 慶事 結婚 （会員本人） ￥２０，０００円 

   出産 （第１子のみ）￥１０，０００円 

 

（2） 弔辞 香典 （会員本人） ￥２０，０００円 

      （会員の両親）￥１０，０００円 

  

2 その他、必要と認めた慶事・弔事に関しては幹事会において決定する。 

 

 


